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後期授業が始まり、早2週間が立ちましたが、いかがお過ごしでしょうか。秋の気候はたいへん過ごしやすく、勉強にも、遊びにも精が出ることと思います。また、今はまだ始まったばかりの後期授業の末には通年科目の試験も控えています。この時期を1日1日大切に過ごして、大学生活を謳歌しつつ、冬の後期試験にも備えましょう。
　　　　　　　　　　
民法１ゼミ[主に１年生対象]　　　　　　　　　ゼミ長：芝崎　めぐみ　
こんにちは、後期民法1ゼミ長の芝崎です。

　夏休みも終わり、早いもので今年もあと4ヶ月ですね。後期からは民法・憲法・刑法の授業が一斉に始まります。大変ですね。さらに民法は週2回の授業で、担当はあの角先生ですよ!!進みも速いですし、ノート取るのも一苦労なのです。しかも見返すと、ぐちゃぐちゃでよくわからない代物になっていたり。

そこで、民1ゼミでは前期に引き続きまして、同様の形式で皆さんの理解を深める手助けをしていきたいと思います。1月に半泣きにならずにすむように、今からどんどこ頭に入れてしまいましょう。(いやはや今年の1月は…ほんとにつらかった…)

担当者一同一丸となってがんばります!!ヾ(≧▽≦)ノ

刑法１ゼミ[主に１年生対象]　　　　　　　　　ゼミ長：石井　公雪　　

こんにちは、後期刑法1ゼミのゼミ長をつとめる石井です。

今までの法研の活動はいかがでしたでしょうか??皆さん楽しんでいただけたでしょうか？後期もゼミ活動をはじめ、いろいろとイベントがありますので是非ご参加下さい。

刑法1ゼミですが、毎週木曜日の5限（刑法1の授業後）に行います。ゼミ員も個性豊かな人達です。ゼミの内容はもちろん刑法総論ですが、ゼミ員それぞれが個性あふれるゼミを展開してくれると期待しています（←ゼミ長の勝手な期待）。授業ではなくてサークルのゼミなので、もちろんメインの内容は刑法総論の勉強ですが、勉強以外のこともやって、皆さんと交流を深めていけたらなぁと思っています（←これもまたゼミ長の勝手な希望）。今年度の刑法1ゼミを担当される先生は上級生とは違いますが、毎回ゼミ員が授業に出席して、講義のペースなどをつかんでいきたいと思っています。後期末の試験に少しでも役立てれば幸いです。理想は、試験後に「法研のゼミが役に立った！」と言ってもらえるようなゼミにすることです。

理想は高く、現実は…刑法1ゼミの教室で。気合い入れろ！

憲法１ゼミ[主に１年生対象]　　　　　　　　　ゼミ長：福田　悠子　　
後期から始まる憲法1の授業は、久々に渋谷先生が担当されます。渋谷先生の憲法１は、昨年卒業された先輩方しか講義を受けたことがなく、講義内容や試験形式も私たちが受けたものとはだいぶ異なると思われ、ゼミ担当者としては少々ドキドキです。

　しかし、そこは憲法1ゼミ担当者一同、少しでも皆さんの勉強のサポートができるように努力していきます。ゼミは、授業の復習に重点を置きつつ進めていくつもりです。

最近は、“憲法改正”などという記事やニュースをよく目や耳にしていると思います。それを理解するためにも、まずは憲法の基本をしっかり学んでいきましょう！多くの方のご参加をお待ちしています。

民法３ゼミ[主に２年生対象]　　　　　　　　　ゼミ長：金子　英史　　
夏休みも終わってしまいました。前期は新歓、合宿等で2年生は大変だったと思います。本当にお疲れ様でした。いよいよ後期に突入ですね。後期にも関法連、追いコンなどの法研行事がありますが、忘れてはいけないのがテストです！今回から2年生は専門テストの数が一気に増えるテスト地獄を経験することになります！毎回きちんと授業に出て、先生のお話をしっかり聞き、ノートを作っておけば問題はありません！といっても相当な量ですし、わからないことなども多いと思います。
　債権ゼミでは少しでも2年生の負担を減らすことができればと思っています。もちろんゼミだけでテストを乗り越えることはできないので、授業にはちゃんと出てくださいね！では教室でお待ちしています。

刑法３ゼミ[主に２年生対象]　　　　　　　　　ゼミ長：保田　優木　　
刑法各論って、見た目でまず興味がかきたてられると思う。
  判例百選の目次だけ見ても「わいせつの意義」とか「キセル乗車」とか、いったいどんなことが問題になってどんな風に裁判所が判断したのか普通に気になる（まぁそれを考えることは勿論難しくてややこしいのだけど）。
　さて2年生の皆さん、ここで1つ思い出してもらいましょう。民法において「人」の始期とは？…そう、胎児が母体から全部露出した時でしたね。では、刑法においての「人」の始期も民法同様、全部露出説で良いと思いますか？また、違うと思うならなぜ違うと思いますか!?更にはこんなことがなんの問題と絡んでくると思いますかっっ!!?（しつこい）
  2年生も半分が終わり、勉強も深まってきたことと思います。でも、後期・学年末試験を頑張ってもらいたいのは勿論ですが、刑法各論に限らずちょっと考えてみることも忘れずにいて欲しいなぁ…とひっそり呟いてみる私です。テスト勉強だけに追われることで最初に持った好奇心まで忘れてしまうのは勿体無い！
  脈絡のない文でごめんなさい。昨年の総論同様、各論を始めた時期が2年生と半期しか違わず不安たっぷりな3年生ではありますが、2年生と一緒に頑張っていきたいと思っています。

関法連ゼミ[全学年対象]　　　　　　　　　　　ゼミ長：渡辺　明　　　
後期に行われる、平成17年度第2回関東学生法律討論会（通称：秋討）と第55回全日本学生法律討論会（通称：全討）は、我等が法学研究会にとって特に大きな意味を持つと思います。

関法連加盟以来、様々な人の努力があり好成績を積み重ねてきて、3年目の今年で初の立論第1位を獲得し、そしてめぐってきた立教での討論会初開催です。秋討では、法学研究会の会員全員で作り上げる初開催に恥じない成績を残せるように頑張らなくてはいけません。そして、12月に立命館大学で開催される全討についても、残念ながら立論権はありませんが、2年連続の質問賞第1位を目標にやっていきたいと思います。

関法連では、授業とは違う多少難易度の高い内容・分野が横断的に扱われているのは事実です。しかし1年生でも十分に参加が可能だと思います。積極的に関わってみれば、得られるものは非常に多い活動でしょう。

秋討の自校開催を機に、更に関法連の活動を拡大していくためには、関法連ゼミの充実が重要になります。担当者側も、出来るだけわかりやすい・面白い内容を心掛けますので、参加する方も関心をもって、双方で盛り上げていけるように進めていきましょう！

夏合宿を終えて
委員長：関　綾香

この度夏合宿に参加された方、お疲れ様でした!!

今年度の合宿は新潟の越後湯沢へ、参加者は65名(なんと1年生は32名！)という新歓合宿並みの規模となり、企画者の側としては嬉しさ半分、不安半分という感じでした。

　でも、いざ合宿が始まってしまえば不安などどこへやら。法研の夏合宿では模擬裁判が1つの目玉ですが、それに対しての事前ゼミでも、1年生はすごくひたむきな態度で臨んでくれたので、私たち上級生もなんとか応えようと必死に格闘し、1日目はあっという間に過ぎてしまいました。2日目の模擬裁判ディベート本番では、代理という難しい分野であったにもかかわらず、みんな勉強したばかりとは思えない堂々とした口調で発言していたのがとても印象的でした。

　勉強だけでなく、屋外で行った超本格的肝試しや3日目の果物狩り(ブルーベリー・きのこ)など、遊びも盛りだくさんで、賑やか且つ中身の濃い2泊3日を送ることができたのではないかと思います。

　各個人、この合宿を通して何か得たものがあると思うので、それを生かしつつ、後期も楽しく活動していきましょう!!

平成十七年度第二回関東学生法律討論会
	日　程：平成17年10月16日（日）　10時開会
会　場：立教大学池袋キャンパス　タッカーホール
出場校：慶應義塾大学　　駒澤大学　　専修大学　　中央大学
日本大学　　明治大学　　早稲田大学　　立教大学（順不同）
分　野：民法
問　題：法研ホームページ参照
出　題：立教大学大学院法務研究科教授　野澤正充先生

後　援：東京高等裁判所　　東京高等検察庁　　関東弁護士会連合会
　

株式会社有斐閣　　株式会社日本評論社
論　者：関　綾香

学　審：田熊秀行


今回の討論会は、初の自校開催です！皆さん奮ってご参加ください。なお、当日はスーツでお願いいたします。
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